
（７）自律と自立の心を育て、生活環境・自然環境・公共施設等を大切にする社会人の育成を目指し、生徒の基本的生活

３　自己評価結果に対する学校関係者評価

達成状況
自己評価の
適切さ

改善策の
適切さ

A A A

B A A

（１）全職員の協働により、全ての生徒が自らの意思で、心身の健康を維持増進し、活力ある学校生活を送ることができるよう支援
します。

す。
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１　本年度の重点目標

（14）安全・安心な学校環境整備と、定期的な安全確認や防災・防犯体制の維持に努める。
（15）交通安全教育推進と通学路の安全確保ならびに校内での緊急避難指導の充実に努める。

解を深める指導を行う。また、進路講習や小論文指導の充実を図る。
（12）主体的で望ましい進路設計ができるよう、個別指導や、生徒・保護者への積極的な情報提供に努める。
（13）生徒の健康管理に努め、健康な学校生活を送ることのできる指導と情報提供を図る。

学校関係者評価委員
による意見

○「保護者や地域の方への情報発信の充実」に関しては、このアンケートの回収率によりますが、少なくとも回答した
方は全員（100％）学校HPを御覧になっていると思います。現状でも大変すばらしい状況だと思います。職員の負担が大
きくならないような改善策を計画してはいかがでしょうか。

○満足度の設問では1年次よりも3年次が良い評価（生徒、保護者ともに）となっている点において、3年間トータルで見
ての評価につながっていて、学校の良さを実感できているのかなと思います。半面、具体的に何に満足していて、何に
不満な点があるのかなど詳細を図る手立てがあればより改善に導けるのではないかと思います。

○興味深いのは、生徒への質問（1-1「自分の良さに気付く」、（1-2「他者の良さに気付く」）において自己肯定感が
あまり高くなく、他者の良さに目が行くという日本全体の傾向と一致しています。特に1年次はまだ「自分」に自信が持
てていない時期なのでしょうか。改善の方策にも記載されていますが、1年次の総合学習や学校行事、学年行事、クラス
行事などを通じて自己を表現する機会や他者と認め合う場面の創出などで自分に自信が持てるとより学校生活が楽しく
感じられるものと思います。

○学校祭は、藻岩高校のへの入学希望者への良いアピールになるから少なくても1ヶ月前には広報をしたほうがよいと思
います。

分野 評　価　項　目
自　己　評　価 学校関係者評価

改善の方策

学
校
教
育
目
標
等

生徒一人一人が学校生活に充実感と達成感を感
じられるような目標設定と指導がなされている
か。
対応するアンケート項目
（生）問１～６、24～25
（教）問１～６
（保）問１～３、18～19

「入学して満足しているか」という質問の「あてはまる」
「どちらかと言えばあてはまる」の合計が91.7%（生徒）
91.7%（保護者）であった。また、「他者の良さに気付く機
会、他者との協力、地域社会との関わり」に関する質問の
「あてはまる」「どちらかと言えばあてはまる」は、95%
（生徒）を超えており、教育活動による一定の成果があると
考えられる。一方、「自分の良さに気付く機会、自分らしさ
を発揮する場面」に関する質問では、生徒、保護者ともに約
1割の方が「どちらかと言えばあてはまらない」「あてはま
らない」と答えており、すべての生徒が自分の良さに気付
き、自分らしさを発揮できる機会を、より充実させていく必
要がある。（１～３年次）

生徒・保護者に対し、必要な情報が適切に発信
され、説明が十分になされているか。
対応するアンケート項目
（生）問７
（教）問７
（保）問４～５

「本校のHPを見たことがある」という質問の「あてはまる」
「どちらかと言えばあてはまる」の合計が86.8%（生徒）、
76.8%（保護者）であった。また、「保護者や地域の方への
情報発信の充実」に関する質問の「あてはまる」「どちらか
と言えばあてはまる」は79.0%（保護者）であった。概ね情
報の発信・説明はなされている。一方、約2割の不十分とい
う声があるので、HPだけでなく、すぐーる、Google
Classroom、PTA集会も利用し、生徒・保護者・地域の方々へ
の情報発信をより充実させていく必要がある。（１～３年
次）

（８）常識的なマナー指導に努め、ネットトラブル・いじめの防止を図る。
（９）カウンセリングマインドに立った生徒の自己肯定感を高める指導・支援を行うと共に、スクールカウンセラーとの連携による
教育相談と個別の支援体制の充実を図る。
（10）高校生活を通して生徒自身の力で体系的・発展的にキャリアデザインの構築ができる体制を整える。
（11）生徒が主体的に取り組む進路探究学習や進路啓発行事の充実に努め、将来に対する目的意識が明確になるよう、生徒の自己理

習慣の形成を図る。

（３）生徒や保護者の求める授業となるよう常に改善に努めると共に、学習評価の工夫改善を図る。（特に新１年次より導入される

築する。

（２）全教職員が目線を合わせ、多様な他者を認め合う豊かな心を育成する指導・支援をします。

観点別評価のブラッシュアップを図る）

（１）学力の三要素をバランスよく育む指導方法の研究と実践を進め、研修体制を強化する。
（２）シラバスの充実と授業の改善を進め、生徒の主体的・対話的で深い学びを実現できる学習を推進し学力向上を図る。

（４）総合的な探究の時間においてだけでなく、教育活動すべてに探究的な学びを導入する。
（５）自他の生命を共に尊重しあうことのできる生徒の育成に努め、全教職員の共通理解に立った一元的な生徒指導・支援体制を構

（３）全ての教育活動に探究的な学びを取り入れ、意図を持って知識や技能を獲得するとともに、それらを活用する学びを支援しま

（４）主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善をとおして、学び続ける力を身につける支援をします。
（５）本校の定めた進路デザインを通して、たけたかくあるよう、自らの将来に高い志を掲げるよう支援します。
（６）何事にも挑戦し、地域や世界の諸課題に向き合い、答えの無い課題を発見し解決する力を身につける支援をします。

（６）生徒の観察と気づきに基づく生徒指導・支援に努めると共に、家庭・地域・関係機関との連携と、きめ細かい指導・支援体制
の充実に努める。

２　本年度の経営方針



達成状況
自己評価の
適切さ

改善策の
適切さ

A A A

A A A

進
路
指
導

A A A

学
習
指
導

生徒自身が主体的に学びに取り組むよう、適切
な指導を行い、生徒が獲得した知識や技能を活
用する学びがなされているか。
対応するアンケート項目
（生）問８～10
（教）問８～10
（保）問６～８

「将来の目標や夢に向かって主体的に学ぶことができていま
すか？」という質問に対しては、あてはまるの割合が、生
徒・保護者ともに年次が進むにつれて増加しており、年次が
上がり、高校卒業後の進路に向けた具体的な活動を計画し行
動していく中で、本校の教育活動の積み上げと生徒自身の将
来への繋がりが生徒自身の中で強く認識し、本校の教育活動
の一定の成果と言えるのではなかろうか。一方、「『適切な
言葉を使って自分の考えを分かりやすく伝える力』『情報を
もとに根拠を求めながら考える力』が身につきましたか？」
という質問については先の質問ほどの割合の増加は見られな
い。引き続き、生徒が主体的・対話的に深く学ぶことができ
るような授業づくりに向けて、教員一人一人が研鑽を積む必
要がある。（教務部門）

生徒が何事にも挑戦し、課題を発見・解決する
力を育むとともに、探究し続けることのできる
学びの機会が提供されているか。
対応するアンケート項目
（生）問11～13
（教）問11～13
（保）問９～11

「藻岩高校の総合的な探究の時間を通して、視野が広がった
り学ぶ意欲が高まったりしていることはありますか？」の質
問について、生徒・保護者ともに年次が進むにつれて、肯定
的な回答の割合が増加している。また、「新しい課題を見付
けて解決する力が身についていると思いますか？」の質問も
同様に年次が進むにつれて、肯定的な割合が増加しており、
総合的な探究の時間の活動の成果のひとつと思われる。引き
続き、総合的な探究の時間はもちろん、日々の授業につい
て、生徒の興味・関心を引き出すことができるようにするた
めの教材研究を重ね、授業改善を行っていく必要がある。
（教務部門）

肯定的な回答の割合が生徒89%(84%)、保護者84%(73%)、教職
員91%(89.4%)と、生徒・保護者で増加する結果となった(括
弧内は昨年度）。特に、保護者の認知が高まったことで、さ
らに本校の総合探究の意義に対する認知が広まっていること
が伺える。
3年次生徒の肯定的な意見は92.5%(85％)となっており、昨年
度の3年生よりさらに7.5%増加しており、1・2年次の取組が
進路選択や進路実現に向けた取り組みにも好影響を与えてい
ることがわかる。生徒・保護者共に1年次における肯定的な
意見が他年次に比べて低いことから、今後1年次のうちから
その意義について正しく伝えていくいことでさらなる発展が
見込まれると考えられる。（探究・計画部）

分野 評　価　項　目
自　己　評　価 学校関係者評価

改善の方策

学校関係者評価委員
による意見

○課題探究的な学びについて、年次が進むにつれ肯定率が上昇しており、貴校の指導力の賜物と思います。

○学習指導の取り組みが高評価につながっていると思われます。

生徒の自己選択や自己決定を育むガイダンスを
充実させ、主体的で望ましい進路デザインがで
きるよう指導・支援がなされているか。
対応するアンケート項目
（生）問14～15
（教）問14～15
（保）問12～13

「単位制の教育課程は、学びたい内容や進路希望に応じて自
由に選択できるものか」「藻岩高校の指導や環境は、あなた
の進路目標達成に向けて役立っているか」の問いに対し、生
徒・保護者ともに肯定的な回答が9割超となっている。特に
「よくあてはまる」の割合は生徒・保護者共に3年次が最も
高く、単位制の教育課程や進路実現に向けた進路支援が一定
の成果を上げていることがうかがえる。今後、「あてはまら
ない」という回答の要因を分析するとともに、生徒が探究活
動で得た経験や学びを自身の進路に結びつけられるような支
援を一層重視しながら、生徒一人一人が自らの興味・関心や
目標を深く考え、それを基に自信を持って進路をデザインで
きるよう、進路支援体制をさらに充実させていきたい。（進
路部門）

学校関係者評価委員
による意見

○生徒一人一人の多様な進路選択に対し、丁寧な進路支援を行っていることがうかがえます。

○高校生にとっての進路は大きなテーマですが、1年次からの2年間が大きな意味を持つことがアンケートの結果から読
み取ることができます。その意味においても生徒や保護者に寄り添った進路指導が適切になされているものと思いま
す。



達成状況
自己評価の
適切さ

改善策の
適切さ

A A A

A A A

健
康
安
全

A A A

生
徒
指
導

常識的なマナーを意識させる指導を共通意識を
もって行うことで、自律と自立の心を育てると
ともに、生徒の基本的生活習慣が確立される指
導がなされているか。
対応するアンケート項目
（生）問16、20
（教）問16
（保）問14

「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」との回答が
大半を占めており概ね良好と感じられる。自己管理スキルの
向上に関しては「あてはまらない」「どちらかといえばあて
はまらない」と回答している教員が40パーセントいるため日
常の基本的生活習慣を確立させる指導の重要性を感じている
一方、指導に苦慮していることが窺える。自転車通学時の車
との接触事故や駐輪場でのパンク被害などがあり次年度の課
題である。（学校生活部）

個々の生徒の多様性を受け止め、生徒に寄り
添った生徒指導・支援がなされているか。
対応するアンケート項目
（生）問17～19
（教）問17～19
（保）問15、16

約8割の生徒、保護者、教員が良好と感じている。今後も生
徒個人に寄り添う指導を継続し悩みや相談に適切に対応して
いくべきである。ＳＣとの連携も継続していきたい。（学校
生活部）

分野 評　価　項　目
自　己　評　価 学校関係者評価

改善の方策

学校関係者評価委員
による意見

○貴校近隣で生活する小中学生の多くが進学先として希望していることから、多くの生徒は常識的なマナーを意識して
生活していると思われます。貴校の生徒指導・支援が適切であり効果が上がっていると判断いたします。

○自転車マナー（並列で歩道走行）については、今年度、大きく改善されたと感じました。その上で、努力義務ではあ
るもののヘルメットを着用する生徒はほとんど見かけず。ヘルメット着用によるヘアスタイルの乱れと命の大切さ、ど
ちらが重要なのか、保護者にも強い啓発が必要でしょうし、また、着用しない場合は自転車通学を認めないという強い
対応をすべきと感じます。町内会の交通安全関係者の集まりでも、同様の意見が出ていました。

○設問18において「あてはまる」が「どちらかと言えばあてはまる」よりも比率が高いのは生徒自身にとって良好な環
境があるものと推察します。引き続き先生方の丁寧なかかわりをお願いします。

教職員・生徒の安全対応能力の向上を図るため
の取り組みが行われているか。
対応するアンケート項目
（生）問21～23
（教）問20～23
（保）問17

約8割の生徒、保護者、教員が良好と感じている。今後も安
心安全な学校生活を送ることができるように各種行事への参
加や長期休業前の事前指導など適宜指導を継続していきた
い。（学校生活部）

学校関係者評価委員
による意見

○貴校が安全安心な学びと生活を提供していることがうかがえます。教職員(問21)では「どちらかといえば当てはまら
ない」を10人が選択しています。この点については具体的な改善策を検討できるかもしれません。

○約8割の生徒、保護者、教員が良好と感じているとのことですが、生徒への質問「２１」「２２」でネガティブな回答
もそれなりにあるようです。具体に自由記載させて、なぜそうなのかの分析はされているのでしょうか？やられていな
いのであれば、次年度はぜひ取り組んではどうでしょうか。

○安心安全は生徒自身の意識の中にあるものと思っているので、学校としても一貫性のある姿勢や指導が生徒を守るこ
とにつながると思いますので、引き続きよろしくお願いします。


